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問
　〈
保
健
福
祉
〉〈
教
育
文
化
・
行
政
〉〈
産
業
経
済
〉〈
環
境
安
全
〉
の
分
野
に
つ
い
て 

　
　
そ
れ
ぞ
れ
重
要
と
思
う
も
の
、
満
足
し
て
い
る
も
の
は
何
で
す
か
？ 

　〈
保
健
福
祉
〉
で
は
、
医
療
・
保
健
事
業
の
充
実
が

重
要
度
、
満
足
度
と
も
に
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。 

　〈
教
育
文
化
・
行
政
〉
で
は
、
学
校
教
育
の
充
実
が

重
要
度
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
の
推
進
は
、

重
要
度
、
満
足
度
と
も
に
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。 

　〈
産
業
経
済
〉
で
は
、
情
報
推
進
網
の
整
備
が
重
要

度
、
満
足
度
と
も
に
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
農
林
漁

業
の
振
興
は
、
満
足
度
、
重
要
度
が
と
も
に
低
い
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　〈
環
境
安
全
〉
で
は
、
消
防
・
救
急
体
制
の
整
備
が

重
要
度
、
満
足
度
が
と
も
に
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

災
害
に
対
す
る
施
設
整
備
が
重
要
度
で
最
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

※表を見るときの参考にしてください 

 

＜保健福祉＞ ＜教育文化・行政＞ 

＜産業経済＞ ＜環境安全＞ 

保健事業・保健 
福祉の充実 
（27.8 , 73.8） 

高齢者福祉の推進 
（28.0 , 66.6） 

地域福祉環境の整備 
（24.3 , 61.8 ） 

児童福祉の推進 
（23.7 , 61.7） 

子育て支援の充実 
（19.8 , 63.0） 

障害者福祉の推進 
（20.1 , 61.2） 

母子・寡婦・父子福祉の充実 
（15.6 , 50.6） 

重要度（％） 
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学校教育の充実 
（23.0 , 64.1） 

青少年の健全育成 
（19.9 , 61.7） 
行財政改革の推進 
（13.5 , 54.4） 行政の情報公開 

（21.0 , 52.9） 

文化の振興、文化財 
の保護（29.1 , 43.4） 

生涯学習の充実 
（32.3 , 41.6） 

スポーツの振興 
（28.0 , 35.7） 

国際交流の推進 
（17.3 , 29.1） 

合併の推進 
（11.3 , 39.3） 

市政への市民参画の 
推進（16.5 , 46.0） 

重要度（％） 

 
15 25 35 45

満足度 
（％） 

雇用の安定と人材育成 
（13.5 , 65.0） 

商業・サービス業 
の振興（13.7 , 54.6） 

工業の振興 
（18.2 , 60.0） 

都市基盤・施設整備の 
振興（23.5 , 57.6） 

情報推進網の整備 
（34.8 , 58.9 ） 

公園・緑地の整備 
（30.7 , 59.3） 

勤労者福祉の充実 
（13.6 , 48.8） 
観光の振興 
（15.1 , 43.4） 

農林漁業の振興 
（9.9 , 36.1） 

重要度（％） 

 
15 20 25 30 35 40 45

満足度 
（％） 

満足度は低いが 
重要度は高い 

満足度も 
重要度も低い 

重要度も 
満足度も高い 

満足度は高いが 
重要度は低い 

《表の見方》 

高 

高 

（　）内の数値は左が満足度、右が重要度 

重要度 

満足度 

環境保全、環境 
汚染対策の推進 
（21.0 , 72.0） 

計画的な土地 
利用の推進 
（17.2 , 65.7） 

市街地整備の推進（20.4 , 65.7） 

防犯対策の推進 
（23.9 , 64.8） 

市道・街路の整備 
（23.7 , 70.7） 

市民による防災体制の強化（25.9 , 69.3） 

災害に対する施設整備 
（22.3 , 73.4） 

消費生活の安定 
と向上（17.8 , 59.9） 

住宅・宅地の整備 
（17.6 , 51.5） 

交通安全対策の推進 
（31.2 , 63.5） 

消防・救急体制の 
整備（44.0 , 70.5 ） 

緑と水辺の創出 
（35.5 , 61.8） 美しい景観の整備 

（30.0 , 64.6） 



�

暮らしやすい 
15.6％（17.8%） 

どちらかといえ 
ば暮らしやすい 
45.4％（40.9%） 

どちらとも 
いえない 

23.7％（23.9%） 

どちらかといえば 
暮らしにくい 
9.5％（14.1%） 

暮らしにくい 2.9%（2.8%） 無回答2.9%

　市民のみなさんのご意見・ご要望をお聞きし、今後の市

政やまちづくりに役立てるため、市民アンケート調査を実

施しました。アンケート結果の主な内容を公表します。 

　多くのみなさんにご協力いただき、ありがとうございま

した。 

※アンケート結果は、岡谷市ホームページにも掲載します。 

問合せ　情報推進課広報広聴（内線１１４７） 

■調査対象　 

　20歳以上の市民　1,000人 

■抽出方法　 

　住民基本台帳より層化抽出 

■調査期間　 

　平成19年８月31日～10月９日 

■回収数　　　444通　 

問
　
岡
谷
市
は
暮
ら
し
や
す
い 

ま
ち
で
す
か
？ 

問
　
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
大
切
に
し
た
い
こ
と 

問
　
土
地
利
用
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て 

問
　
今
後
も
岡
谷
市
に
住
み 

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
？ 

今後もずっと住み 
続けるつもりだ 
68.2%（60.4%） 機会があれば転居した 

いが、現在その予定は 
ない 13.3%（17.1%） 

近い将来に市外へ転居 
する予定がある、また 
は計画している 
　　　　4.1%（3.9%） 

今はまだわからない 10.4%（17.2%） 

近い将来に市内へ転居する 
予定がある、または計画し 
ている 0.9%（0.9%） 

（　）は前年 

無回答3.2％ 
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65.5 

41.8　　　   

24.8　　　　　　   

11.7　　　　　　　　   

4.1　　　　　　　　　　  

3.8　　　　　　　　　　  

3.2　　　　　　　　　　  

 

安心 
安全 
健康 
便利 

にぎわい 
ゆとり 
やすらぎ 
あたたかさ 

人情 
調和 
創造性 
公平性 
美しさ 
やさしさ 
文化 
共生 
協働 
歴史 
自立 
合理性 
多様性 
主体性 
個性 
国際性 
闘争心 
その他 
無回答 

農地・山林等の開発を最
小限に、自然を保護し災
害に強い土地利用 

狭あいな土地事情から、
ある程度の土地利用の混
在は仕方ない 

土地利用の区分を明確に
し、住宅と工場等の混在
を解消する 

農地・山林等を開発し、
住宅や産業振興のための
用地を確保する 

 
その他 

 
わからない 

 
無回答 


